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一
宝
珠
院
現
蔵
文
書
の
な
か
の
籠
名
札
・
調
伏
札
の
紹
介
ー
ー

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
日
本
の
中
世
は
、
宗
教
的
暴
力
の
頂
点
に
仏
教
が
君
臨
し
た
時
代
で
あ
る
。

だ
が
、
宗
教
的
暴
力
は
中
世
仏
教
の
｝
特
質
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
論
点
の

重
要
性
と
は
裏
腹
に
、
研
究
蓄
積
が
薄
い
分
野
と
も
い
え
る
。
今
回
、
筆
者

は
東
大
寺
宝
珠
院
文
書
の
整
理
作
業
に
関
わ
る
な
か
で
、
「
名
を
籠
め
る
」

文
書
と
思
し
き
紙
片
群
に
接
し
た
。
よ
っ
て
、
そ
の
史
料
紹
介
を
か
ね
て
、

中
世
大
和
寺
院
の
宗
教
的
暴
力
の
特
質
を
抽
出
し
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
う
み
よ
う

　
「
名
を
籠
め
る
」
籠
名
は
、
興
福
寺
大
乗
院
門
跡
の
尋
尊
が
記
し
た

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
漏
に
散
見
す
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
～
定
の
研
究
史

を
有
し
て
お
り
、
最
初
に
言
及
し
た
の
は
豊
田
武
氏
で
あ
っ
た
。
氏
は
籠
名

を
、
そ
の
者
の
苗
字
を
書
い
た
紙
を
七
堂
の
内
陣
に
籠
め
、
呪
咀
調
伏
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

う
え
で
焼
く
か
破
る
こ
と
、
と
し
た
。
そ
の
後
、
植
田
信
廣
氏
の
刑
事
法
史

萩

原

大

甫車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

観
点
か
ら
の
基
礎
的
分
析
が
行
わ
れ
、
つ
づ
い
て
酒
井
紀
美
氏
が
、
そ
の
人

の
名
字
（
家
名
に
限
定
さ
れ
な
い
名
前
全
般
）
を
書
い
た
紙
を
宝
前
へ
籠
め

る
籠
名
と
調
伏
と
い
う
二
つ
の
行
為
が
重
な
り
あ
っ
て
「
名
を
黒
め
る
」
呪

咀
が
完
結
す
る
、
と
指
摘
し
た
。
中
世
末
期
の
大
和
以
外
の
寺
社
権
門
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

み
ら
れ
な
い
呪
咀
で
あ
る
と
評
価
し
た
こ
の
酒
井
説
が
現
在
ま
で
通
説
化
し

　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
い
る
。
以
降
も
、
安
国
陽
子
氏
・
幡
鎌
一
弘
氏
ら
の
諸
研
究
が
つ
づ
き
、

籠
名
の
実
行
主
体
・
対
象
者
・
原
因
・
場
所
、
さ
ら
に
は
効
果
な
ど
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

具
体
像
に
つ
い
て
よ
り
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
…
方
で
早
く
に
、
毛
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

一
憲
氏
が
注
目
す
べ
き
解
説
を
行
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
義
務
不
履
行
の

認
定
が
さ
れ
る
と
、
そ
の
場
で
執
筆
者
が
選
ば
れ
て
、
紙
に
罰
則
者
の
名
前

を
認
め
、
何
れ
か
（
南
北
両
堂
か
）
に
保
管
し
て
、
籠
名
の
人
数
が
あ
る
程

度
ま
と
ま
っ
た
時
期
に
、
南
円
堂
の
湯
釜
に
封
じ
入
れ
て
仏
罰
を
被
ら
せ
る

よ
う
調
伏
す
る
、
と
い
う
手
順
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
籠
名
を
、
一
定
の
猶
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予
を
与
え
て
そ
の
間
に
義
務
履
行
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
実
質
的
な
処
罰
が
行

わ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
心
理
的
な
脅
迫
を
与
え
て
履
行
を
促
す
も
の
、

と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
籠
名
と
呪
咀
・
調
伏
の
時
間
的
か
つ
質
的
段
階

差
に
注
意
し
て
い
る
点
に
は
大
い
に
着
目
で
き
る
が
、
具
体
的
な
論
証
を
伴

っ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
か
毛
利
説
は
管
見
の
限
り
、
他
の
諸
研
究

に
お
い
て
言
及
さ
え
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、
籠
名
と
呪

咀
・
調
伏
、
そ
の
宗
教
的
暴
力
と
し
て
の
相
互
関
係
を
明
確
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

　
さ
ら
に
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
文
書
を
用
い
て
名
を
籠
め
た
の
か
、
い
わ

ば
「
名
を
籠
め
る
」
文
書
論
と
な
る
と
、
そ
の
雛
形
を
提
示
し
た
酒
井
氏
の

研
究
が
唯
一
と
い
っ
て
よ
い
。
氏
は
、
①
神
水
を
く
み
か
わ
し
連
署
し
て
書

か
れ
た
文
書
、
②
災
い
の
招
来
、
③
名
前
が
不
可
欠
、
と
い
う
三
点
に
特
徴

を
見
出
し
、
起
請
文
と
き
わ
め
て
共
通
性
の
高
い
も
の
と
想
定
し
た
の
で
あ

⑭る
。
こ
れ
に
は
、
籠
名
は
神
に
誓
約
し
て
は
じ
め
て
決
定
で
き
る
と
い
う
前

提
理
解
が
あ
る
が
、
す
べ
て
の
籠
名
が
神
水
集
会
を
経
た
も
の
か
ど
う
か
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

史
料
か
ら
は
判
断
で
き
ず
、
検
討
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
か
よ
う
な
研
究
状
況
に
鑑
み
、
新
出
史
料
の
翻
刻
紹

介
を
行
い
、
籠
名
と
呪
咀
・
調
伏
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
う

え
で
、
「
名
を
籠
め
る
」
文
書
の
実
像
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
①
平
雅
行
「
中
世
毒
院
の
暴
力
と
そ
の
正
当
化
」
（
『
九
州
史
学
』
～
四
〇
号
、
二

　
○
〇
五
年
）
。

②
豊
田
武
「
苗
字
の
歴
史
」
（
門
豊
田
武
著
作
集
第
六
巻
申
世
の
武
士
団
睡
吉
川

　
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
。
初
出
一
九
七
一
年
）
四
八
○
頁
。

③
植
田
信
廣
「
「
名
字
を
籠
め
る
扁
と
い
う
刑
罰
に
つ
い
て
」
（
隅
法
政
研
究
二
五

　
三
巻
冨
万
、
一
九
八
六
年
）
。
本
稿
に
関
わ
る
指
摘
と
し
て
は
、
紙
に
名
字
を
書

　
き
付
け
て
籠
め
る
こ
と
、
籠
名
に
よ
っ
て
名
字
を
持
た
な
い
侍
以
下
の
身
分
と
な

　
る
こ
と
、
な
ど
が
あ
る
。

④
酒
井
紀
美
「
名
を
籠
め
る
扁
（
酒
井
仁
恩
中
世
の
在
地
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、

　
一
九
九
九
年
。
初
出
一
九
八
九
年
）
。

⑤
例
え
ば
、
勝
俣
鎮
夫
編
『
寺
院
・
検
断
・
徳
政
㎞
（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
四

　
年
）
の
用
語
編
「
籠
名
駄
項
（
阿
諏
訪
青
美
氏
執
筆
）
参
照
。

⑥
安
国
陽
子
「
戦
国
期
大
和
の
権
力
と
在
地
構
造
」
（
『
日
本
史
研
究
㎞
三
四
一
号
、

　
一
九
九
一
年
目
。
籠
名
は
在
地
領
主
届
の
惣
領
、
高
札
は
扶
持
人
・
庄
山
以
下
と

　
い
う
よ
う
に
、
身
分
的
差
異
に
よ
っ
て
明
確
な
処
罰
方
法
の
差
異
が
あ
っ
た
こ
と

　
を
明
ら
か
に
し
た
。

⑦
幡
鎌
一
弘
「
近
世
寺
院
の
脱
呪
術
化
と
官
僚
主
義
に
つ
い
て
」
（
槻
仏
教
史
学
研

　
究
』
三
九
巻
二
号
、
一
九
九
七
年
）
。
学
侶
・
六
方
の
ほ
か
に
も
沙
汰
人
集
会
で

　
も
籠
名
が
行
わ
れ
る
事
実
を
指
摘
し
た
。
興
福
寺
の
籠
名
が
筒
井
氏
の
伊
賀
転
封
、

　
豊
臣
茎
長
の
大
和
入
部
を
画
期
と
し
て
消
滅
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
籠
名
と
は
呪

　
術
に
よ
る
支
配
の
強
制
で
あ
り
、
中
世
大
和
の
支
配
の
一
特
質
で
あ
り
近
世
に
お

　
け
る
脱
呪
術
化
の
指
標
と
し
て
評
価
し
た
。

⑧
近
年
発
表
さ
れ
た
も
の
と
し
て
赤
田
光
男
門
興
福
寺
の
宗
教
制
裁
」
（
『
帝
塚
山

　
大
学
人
文
科
学
部
紀
要
』
二
三
号
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。
同
論
文
で
は
、

　
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
籠
名
・
呪
曝
の
事
例
を
網
羅
的
に
収
集
し
て
、
対
象

　
者
に
つ
い
て
①
衆
徒
・
国
民
、
②
寺
領
の
荘
官
、
③
地
侍
・
山
城
国
人
層
・
窟
力

　
武
士
、
④
そ
の
他
、
原
因
に
つ
い
て
①
年
貢
・
講
米
な
ど
の
無
沙
汰
・
押
領
、
②

　
私
反
銭
賦
課
、
③
悪
行
、
④
そ
の
他
、
籠
名
場
所
に
つ
い
て
①
五
社
七
堂
、
②
五
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社
七
堂
÷
α
（
南
円
堂
、
水
理
、
東
金
堂
・
西
金
堂
修
正
会
手
水
所
釜
）
、
③
東

　
金
堂
・
西
金
堂
修
正
会
手
水
所
釜
、
④
南
円
堂
、
⑤
露
頭
、
⑥
社
頭
、
⑦
新
薬
師

　
寺
と
水
屋
神
社
、
と
そ
れ
ぞ
れ
分
類
整
理
し
た
。
だ
が
、
先
行
研
究
と
の
異
同
が

　
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

⑨
　
毛
利
一
憲
「
興
福
寺
「
六
方
引
付
」
（
天
文
十
二
年
と
（
噸
北
見
大
学
論
集
』
十

　
九
号
、
　
一
九
八
八
年
）
～
二
〇
頁
。

⑲
酒
井
紀
美
前
掲
「
名
を
籠
め
る
偏
二
〇
八
⊥
＝
四
頁
。

⑪
例
え
ば
、
興
福
寺
六
方
集
会
で
は
門
万
…
請
乞
之
筋
目
於
相
違
者
、
重
而
無
集

　
会
葬
可
用
籠
手
」
と
決
め
ら
れ
て
い
る
〔
「
六
方
引
付
」
天
文
十
二
年
四
月
九
日

　
条
（
毛
利
一
憲
前
掲
「
興
福
寺
門
六
方
引
付
」
（
天
文
十
二
年
）
」
所
収
）
〕
。
こ
の

　
評
決
は
、
集
会
自
体
を
経
る
こ
と
な
く
籠
名
を
執
行
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
示

　
し
て
い
る
。

の
文
書
が
中
心
で
あ
る
が
、
う
ち
中
世
文
書
一
〇
〇
点
弱
を
含
む
。
そ
の
大

部
分
は
法
華
堂
領
摂
津
国
長
洲
庄
に
関
わ
る
も
の
だ
が
、
な
か
に
は
趣
を
異

に
す
る
も
の
も
見
え
る
。
す
で
に
早
島
大
祐
氏
に
よ
っ
て
、
東
大
寺
法
華
堂

の
執
金
剛
神
の
足
下
に
鼠
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
名
字
を
記
し
た
紙
片
が
、
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

珠
院
現
蔵
文
書
に
数
点
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

今
回
紹
介
す
る
「
第
七
函
二
七
号
～
四
六
号
モ
ト
箱
一
括
」
部
分
に
ま
と
ま

っ
て
現
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
の
【
二
七
号
】
は
、
｝
点
の
み
時
代

が
大
き
く
下
る
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
正
月
付
の
誓
願
條
目
で
あ
り
、
本

稿
で
は
【
二
八
号
】
以
下
を
翻
刻
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

98　（816）

｝
　
宝
珠
院
現
蔵
文
轡
の
な
か
の
籠
名
関
係
史
料
群

一
　
史
料
の
翻
刻
紹
介

　
近
年
そ
の
存
在
が
大
き
く
広
ま
っ
た
宝
珠
院
文
書
は
、
東
大
寺
の
塔
頭
宝

珠
院
か
ら
京
都
帝
国
大
学
図
書
館
（
当
時
）
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在

は
移
管
さ
れ
て
京
都
大
学
総
合
博
物
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
と
は
別
に
、
今
日
も
宝
珠
院
に
お
い
て
蔵
さ
れ
て
い
る
文
書
が
あ
る
。
そ

の
宝
珠
院
現
蔵
文
書
は
、
こ
れ
ま
で
調
査
さ
れ
た
限
り
に
お
い
て
、
三
七
函

一
九
七
三
点
に
及
ぶ
文
書
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
身
は
法
華
堂
と
中
門
堂
、

い
わ
ゆ
る
両
堂
関
係
の
も
の
が
過
半
を
占
め
る
。
時
代
的
に
は
近
椴
・
近
代

圖一
　
【
】
内
の
史
料
番
号
は
、
京
都
大
学
文
学
部
の
文
轡
整
理
番
号
に
よ
っ
た
。

一
　
翻
刻
は
、
句
読
点
を
補
わ
ず
原
文
改
行
で
行
う
な
ど
、
可
能
な
か
ぎ
り
原
本
の

　
体
裁
を
尊
重
し
た
。

　
　
釈
文
の
字
体
は
原
則
通
用
字
体
を
用
い
た
。

　
　
判
読
困
難
な
文
字
は
口
を
以
て
示
し
、
翻
刻
者
に
よ
る
不
読
の
場
合
は
圏
で
示

　
し
た
。

　
　
端
裏
書
な
ど
、
本
文
以
外
の
部
分
は
、
適
宜
門
　
」
で
囲
み
、
そ
の
種
別
を

　
（
）
中
に
示
し
た
。

　
　
校
訂
に
関
す
る
住
の
う
ち
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含
む
も
の
は

　
〔
　
〕
、
そ
れ
以
外
の
校
訂
注
お
よ
び
説
明
注
は
（
）
で
示
し
た
。
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團【
二
八
号
】

　
（
包
紙
上
書
）

　
「
曝
團
等
縢
　
神
敵
寺
敵
之
悲
　
井
手
修
理
亮
秀
良
」

　
　
山
城
国
玉
井
庄
押
領
之
輩

　
　
　
神
敵
寺
敵
井
手
修
理
亮
瓦
葺

　
　
　
明
応
五
年
踊
十
一
月
九
日

門
二
九
号
】

藤
艶
讐
月
九
昌
時

　
願
勝
房
五
師
御
房
ヨ
リ
請
取
申
候
」

　
（
包
紙
上
書
）

　
「
与
＝

　
与
｝

【
三
〇
号
】

　
（
包
紙
上
書
）

　
「
執
金
剛
神

　
怨
敵
輩
　
山
田
太
郎
次
郎
綱
近
」

　
神
敵
寺
敵
輩

　
山
田
太
郎
次
郎
綱
近

　
文
亀
二
妊
十
二
月
廿
三
日

【
一
一
＝
1
｝
号
】

　
（
一
括
包
紙
上
書
）

　
「
調
伏
偏

　
（
端
裏
磐
）

　
「
調
伏
　
超
昇
寺
孫
八
郎
神
罰
冥
罰
扁

　
　
　
　
　
　
ハ
町
力
〕

　
藤
熊
下
地
三
［
］
余
付
渡
当
寺

　
へ
寄
進
ス
ル
処
二
申
掠
超
昇
寺
孫

　
　
　
　
　
〔
領
理
不
力
〕
　
　
　
　
〔
人
為
力
〕

　
八
郎
令
押
臼
［
］
□
尽
之
沙
汰
也
高
息

　
所
不
及
奉
頼
神
慮
者
也
自
他
人

　
　
　
　
　
〔
御
力
〕

　
我
人
之
任
□
口
宣
彼
躰
早
速

　
有
治
罰
而
下
地
無
別
儀
知
行
仕

　
　
　
　
　
　
〔
御
〕

　
候
様
二
奉
仰
臼
加
護
処
彼
躰

　
　
一
門
一
家
神
罰
冥
罰
急
々
如

　
律
令
伍
祈
誠
如
件

　
　
永
禄
六
　
三
月
｝
日
　
長
弘
鰍

門
三
一
一
二
号
】

　
（
一
括
包
紙
上
書
）

　
「
調
伏
」

　
（
端
裏
書
）

　
「
調
伏
　
菅
原
同
禅
栄
～
門
一
家
」

　
信
花
坊
之
儀
従
山
田
買
得
処

　
無
故
菅
原
同
禅
栄
房
令
押

　
領
言
語
道
断
曲
事
也
此
為
即
時
二

99　（817）



治
罰
ア
リ
テ
彼
坊
早
速
知
行

仕
候
様
二
御
加
護
奉
仰
者
也

侃
祈
誠
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
永
禄
六
　
一
二
月
皿
日
　
宕
”
雅
麟

【
三
一
i
三
号
】

　
（
一
括
包
紙
上
害
）

　
「
調
伏
」

　
（
端
裏
書
）

　
「
調
伏
　
今
西
善
三
郎
神
罰
冥
罰
」

　
南
観
音
院
従
今
西
善
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房

　
買
得
ス
ル
処
二
乍
沽
却
シ
彼
房
圏
押
領

　
理
不
尽
之
沙
汰
也
彼
躰
即
時
有
治
罰

　
テ
坊
令
渡
候
様
二
奉
仰
御
加
護

　
者
也
傍
祈
誠
如
件

　
　
永
禄
六
三
月
百
宥
雅
鰍

【
三
二
号
】

　
（
包
紙
上
書
）

　
「
高
橋
」

　
高
橋

【
三
三
号
】

　
（
包
紙
上
書
）
　
　
（
マ
マ
）

　
「
滑
鵬
糊
封
就
座
主
米
簿

　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
　
　
執
金
神
　
」

　
　
就
座
米
無
沙
汰

　
笠
置
十
輪
院

　
　
怨
滅
々

　
永
正
十
四
年
邪
二
月
日

【
三
四
号
】

　
（
端
裏
書
）

　
「
薩
　
持
宝
院
下
地
押
領
　
水
尾
泉
和
」

　
奉
調
伏
　
持
宝
院
下
地
押
領
躰

　
　
　
水
尾
泉
和
悲

　
右
彼
躰
無
故
持
宝
院
令

　
押
領
所
詮
寺
敵
神
敵
不

　
可
過
此
者
即
時
二
彼
等
治

　
罰
給
へ
傍
祈
誠
如
件

　
　
永
禄
四
年
三
月
如
意
日

【
三
五
号
】

　
（
包
紙
上
書
）

　
門
明
応
四
年
ウ
四
月
廿
九
臼

（
木
澤
）
　
　
（
マ
マ
）

キ
サ
ワ
ノ
又
　
郎
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（
玉
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
狛
北
）

　
タ
マ
ノ
イ
ノ
庄
付
　
　
　
同
代
コ
マ
ノ
キ
タ
」

山
城
国
玉
井
庄
押
領
木
澤
又
四
郎

同
庄
代
宮
狛
北
吉

明
応
四
年
阻
卯
月
廿
九
日

　
　
　
　
9

【一

�
ﾛ
ハ
号
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
任
力
〕

　
就
岩
船
湯
屋
坊
横
入
之
～
儀
口
筋

　
目
致
成
敗
処
対
当
堂
善
教
良
泉

　
実
俊
種
々
令
謀
叛
不
資
神
慮
ハ

　
難
本
意
達
所
詮
彼
悪
逆
人
等

　
早
速
被
治
罰
満
堂
無
為
無
事

　
衆
分
無
惹
可
仰
御
擁
護
者
也

　
仰
祈
誠
如
件

　
　
　
永
禄
七
年
三
月
百
満
堂
轟

【
三
七
号
】

　
（
包
紙
上
書
）

昆
正
廿
　
百

　
葺
　
岸
田
快
円

　
同
九
郎

岸
田

九快
郎円

L

【
三
八
号
】

　
（
包
紙
上
書
）

　
「
神
敵
寺
敵
遊
座
　
弥
六
」

　
神
敵
寺
敵

　
山
城
国
玉
井
庄
押
妨

　
遊
座
弥
六

　
明
応
五
年
晒
卯
月
廿
六
日

【
三
九
－
一
号
】

　
（
一
括
包
紙
上
書
）

　
「
執
金
剛
神
」

　
（
包
紙
上
書
〉

　
「
寺
社
怨
敵
　
遠
江
守
」

　
神
敵
寺
敵

　
玉
井
庄
　
押
妨
箪

　
　
遠
江
守

　
明
応
五
年
繭
卯
門
月
什
門
⊥
ハ
日

門
三
九
－
二
号
】

　
（
～
括
抱
紙
上
書
）

　
「
執
金
剛
神
」

　
（
包
紙
上
書
）

　
「
神
敵
寺
敵
　
防
州
衆
」

　
神
敵
寺
敵

　
問
田
大
蔵
少
輔
　
弘
胤
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陶
兵
庫
頭
　
　
　
弘
詮

杉
次
郎
左
衛
門
尉
弘
相

杉
勘
解
由
左
衛
門
武
道

【
四
〇
号
】

　
（
包
紙
上
書
）

　
「
山
崎
九
郎
」

　
持
宝
院
下
地
方
々
押
領
之
躰

　
山
崎
九
郎
神
罰
冥
罰
急
々

　
如
律
令

　
右
彼
躰
無
故
持
宝
院
下
地

　
方
々
致
押
領
事
曲
事
也
度
々

　
錐
申
分
無
承
引
所
詮
不
資

　
神
慮
彼
躰
難
治
罰
然
者

　
尊
神
仏
子
無
二
心
数
年
奉

　
公
仕
処
哀
懲
納
受
彼
者

　
早
速
被
治
罰
下
地
還
付

　
ア
ラ
バ
仏
子
所
為
満
足
者
也
伍

　
祈
誠
処
如
件

　
　
　
永
禄
七
年
三
月
一
日
長
弘
蝋

門
四
～
号
】

　
滑
講
米
依
無
沙
汰
籠
畢

　
辰
市
　
堀
方

　
永
正
十
五
年
餓
十
月
十
六
日

　　　
締鰐
殿簸）一

永
正
十
三
年
柄
十
工
月
廿
八
日
」

門
四
三
号
】

　
（
包
紙
上
書
）

　
「
卯
月
廿
六
日

　
怨
敵
　
執
金
剛
神
方
」

門
四
四
号
】

　
（
包
紙
上
書
）

　
「
栄
勤
房
　
辰
六
月
十
八
日
」

　
栄
勤
房
善
秀

　
依
令
御
油
庄
年

　
貢
押
妨
処
寺

　
敵
者
也
早
々
令
捨

　
邪
帰
正
玉
へ
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明
応
五
年
踊
六
月
＋
八
日

【
四
五
号
】

　
（
包
紙
上
書
）

　
「
寺
社
怨
敵
　
安
富
犬
法
師
丸
」

　
神
曲
寺
敵

　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
椹
野
誌
代
宮
職

　
安
冨
犬
法
師
丸

　
明
応
五
年
踊
卯
月
廿
六
日

【
四
六
号
】

　
（
包
紙
上
書
）

　
「
実
誉
」

　
実
誉
得
業

2

紹
介
史
料
群
の
概
要
と
三
類
型

　
前
節
に
て
紹
介
し
た
史
料
を
編
年
一
覧
化
し
た
も
の
が
、
後
丸
【
別
表
】

で
あ
る
。
年
次
が
判
明
す
る
な
か
で
、
最
も
早
い
の
は
明
応
四
年
（
一
四
九

五
）
、
下
る
も
の
は
永
禄
七
年
（
｝
五
六
四
）
と
な
っ
て
い
る
。
注
目
す
べ

き
は
寸
法
で
あ
る
。
【
二
八
号
】
と
【
四
〇
号
】
の
二
通
を
除
け
ば
い
ず
れ

も
縦
横
一
〇
セ
ン
チ
前
後
と
い
う
、
ま
さ
に
紙
片
と
呼
ん
で
差
し
支
え
な
い

史
料
群
な
の
で
あ
る
。

　
紹
介
史
料
群
に
は
「
執
金
剛
神
」
と
い
う
言
葉
が
散
見
し
て
い
る
。
周
知

の
通
り
、
現
在
も
東
大
寺
法
華
堂
（
い
わ
ゆ
る
三
月
堂
）
に
鎮
座
す
る
執
金

剛
神
は
、
国
家
鎮
護
の
神
と
し
て
、
長
く
そ
の
神
威
が
恐
れ
ら
れ
て
き
た
。

翻
刻
を
見
送
っ
た
【
二
七
号
】
は
、
【
二
八
号
】
と
同
じ
木
箱
に
納
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
宛
名
部
分
に
は
「
捧
　
国
家
鎮
護
　
執
金
剛
尊
神
御
宝
前
」

と
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
「
第
七
函
こ
七
号
～
四
六
号
モ
ト
箱
｝
括
」
は
、

何
ら
か
の
意
図
に
基
づ
き
執
金
剛
神
の
宝
前
に
供
え
ら
れ
た
史
料
群
を
、
あ

る
時
期
に
一
括
整
理
さ
れ
た
も
の
と
の
推
測
が
許
さ
れ
よ
う
。

　
そ
の
点
で
注
意
す
べ
き
は
、
多
く
の
紙
片
に
み
え
る
罪
科
理
由
ら
し
き
項

目
で
あ
る
。
各
種
罪
科
と
と
も
に
名
前
が
記
さ
れ
た
者
は
、
執
金
剛
神
か
ら

の
宗
教
的
制
裁
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
急
々
如
律
令
」
「
調

伏
」
「
怨
敵
」
な
ど
の
呪
句
文
醤
が
伴
う
の
は
、
そ
の
証
左
と
い
え
よ
う
。

例
え
ば
【
二
八
号
】
で
は
、
山
城
国
玉
三
三
押
領
者
と
し
て
井
手
修
理
亮
秀

良
の
名
が
紙
片
に
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。
玉
井
庄
は
、
玉
川
下
流
の
扇
状

地
に
位
置
す
る
荘
園
（
現
京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
）
で
あ
り
、
天
平
宝
宇
四

年
（
七
六
〇
）
に
東
大
寺
に
施
肥
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
建
治
三
年
（
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

七
七
）
に
法
華
堂
家
が
下
司
・
公
文
両
職
に
補
任
さ
れ
て
以
降
、
次
第
に
法

華
堂
領
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
二
世
後
期
の
法
華
堂
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

っ
て
、
膝
下
荘
園
と
し
て
そ
の
存
在
は
小
さ
く
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

井
手
の
他
に
も
同
庄
の
押
妨
者
と
し
て
木
沢
又
四
郎
・
同
上
代
官
狛
北
吉
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図
版
①
　
三
五
号

弓
懸
嚢
　
三
三
三
無
欝

ぐ
》
・

秘
．
／
．
き
噛
磨

　
　
　
・
脳
　
．
．
航
巴
∵
、
ソ

　
、
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
セ

愈
三
斜
勃
蕃

‘
　
　
．

被

幽
妻
衛
嘉
を

、

↑
鞭
ン

、
、
．
　
乱

　
　
．
》
夢
　
款

．
　
－
　
　
．

～
．

【
三
五
号
】
（
図
版
①
）
、
遊
座
弥
六
【
三
八
号
】
、
某
遠
江
守
【
三
九
－
一

号
】
ら
が
見
え
、
明
応
年
間
に
集
中
し
て
い
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
荘
園
で
は
、
周
防
国
椹
野
庄
代
官
安
富
犬
法
師
丸
【
四
五
号
】

の
名
も
み
え
て
お
り
、
椹
野
庄
も
代
官
に
よ
っ
て
押
領
さ
れ
て
い
た
と
推
測

　
　
⑤

で
き
る
。
法
華
堂
領
だ
け
で
な
く
、
藤
熊
【
一
一
ニ
ー
一
号
】
や
信
花
坊
【
三

一
－
二
号
】
、
南
観
音
院
【
三
一
－
三
号
】
、
持
宝
院
【
三
四
・
四
〇
号
】
の

図
版
②
　
三
九
一
二
号

噌
｛

禰

噛
、

場

亀

塞
夢
．

一一

　　

@　

@　

@　

@
華
『
輩

．
塾
婁
予

胤．、

f

r

．
！

脚
壕
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下
地
押
領
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
藤
熊
は
不
明
だ
が
、
持
宝
院
は
法
華
堂
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

所
属
す
る
院
家
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
信
花
影
は
永
正
十

二
年
（
一
五
一
五
）
の
「
三
昧
堂
百
□
講
」
に
出
仕
し
た
蔵
教
院
の
別
称
で

　
⑦
あ
り
、
南
観
音
院
は
後
述
す
る
よ
う
に
法
華
堂
衆
の
洞
窟
が
止
住
し
て
い
る
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
法
華
堂
構
成
員
の
下
地
押
領
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
え

る
。
そ
の
ほ
か
、
座
学
無
沙
汰
【
三
三
号
】
、
計
講
米
無
沙
汰
【
四
一
号
】

が
見
え
て
お
り
、
法
華
堂
へ
納
め
る
べ
き
諸
役
米
の
無
沙
汰
な
ど
も
書
き
付

け
ら
れ
て
い
る
。

　
制
裁
対
象
者
に
つ
い
て
。
年
欠
の
【
三
九
－
二
号
】
（
図
版
②
）
の
問
田

大
蔵
少
輔
弘
胤
・
陶
兵
庫
頭
弘
詮
・
杉
次
郎
左
衛
門
尉
弘
相
・
杉
勘
解
由
左

衛
門
武
道
ら
四
名
は
、
包
紙
に
「
防
州
衆
」
と
あ
る
よ
う
に
、
周
防
大
内
氏

の
被
官
た
ち
で
あ
る
。
作
成
さ
れ
た
時
期
は
、
四
名
の
官
途
名
乗
り
か
ら
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

享
二
年
（
一
四
八
八
）
か
ら
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
の
間
と
推
定
で
き
る
。

問
田
弘
胤
は
、
長
享
二
年
の
近
江
六
角
攻
め
に
お
い
て
、
当
主
名
代
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

鉤
御
陣
に
赴
き
将
軍
足
利
義
尚
の
許
に
出
仕
し
て
い
る
。
陶
言
詮
は
、
永
正

五
年
に
大
内
義
興
が
前
将
軍
足
利
三
三
を
復
職
さ
せ
る
た
め
上
洛
し
た
際
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

国
元
の
留
守
を
任
さ
れ
て
い
た
。
杉
弘
相
も
杉
武
道
も
盛
者
と
し
て
の
活
動

所
見
の
多
い
奉
行
人
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
当
該
期
大
内
氏
の
重
臣
と
い
え
る
。

文
明
年
間
に
お
け
る
大
内
政
弘
の
南
山
城
進
駐
に
よ
っ
て
法
華
堂
領
玉
井
庄

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

が
不
知
行
化
し
て
い
る
が
、
推
定
年
代
と
は
時
期
的
に
は
一
致
し
な
い
。
よ

っ
て
、
い
か
な
る
罪
科
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
大
内
氏
重
臣
艦
名
へ

宗
教
的
制
裁
が
加
わ
る
よ
う
願
っ
た
紙
片
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
の
制
裁
対

象
に
は
、
与
一
や
高
橋
な
ど
素
性
を
確
定
で
き
な
い
者
も
多
い
が
、
狭
川
や

辰
市
堀
・
超
椿
聞
と
い
っ
た
大
和
国
の
衆
徒
国
民
、
狛
・
井
手
な
ど
と
い
っ

た
南
山
城
の
国
人
土
豪
、
さ
ら
に
は
遊
座
や
木
沢
ら
近
隣
守
護
畠
山
氏
の
有

力
被
官
ら
武
家
が
目
立
つ
。
一
方
で
実
誉
得
業
【
四
六
号
】
（
図
版
③
）
の

よ
う
に
、
南
京
三
会
の
講
師
を
勤
め
あ
げ
た
僧
の
名
も
見
ら
れ
、
制
裁
対
象

者
は
、
一
定
の
階
層
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
非
常
に
広
範
囲
で
あ
っ
た
。

図
版
③
　
四
六
号

耳

垂
曝

巨卜．

撫

．
煮
葺

竃

～
嚢

．
　
　
b
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図
版
④
　
三
〇
号

ゆ
　
　
ワ
　
　
　
　
　
　
　
メ

踊
鰍
藁
囲

乏
～
【
獅

髪
〃
塗
豊

　
　
だ

　
　
響
荏
を

悩
穆

。
鵬
三
工
ロ
万

窟
糞
憲
回

忌
　
　
　
　
　
　
ご
・
…
㌔
二

灘
鐙
冬
解
書
　
漆
憲

餐
磐
嶺
轟
寅
餐

権
糞
墾
．
・
馨

～
つ
蓉
蒙
脚
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以
上
、
紹
介
し
た
文
書
一
九
点
二
二
通
は
、
何
ら
か
の
罪
科
理
由
の
も
と

に
、
宗
教
的
制
裁
を
執
金
剛
神
に
願
う
た
め
作
成
さ
れ
た
～
五
世
紀
後
半
か

ら
一
六
世
紀
後
半
に
か
け
て
の
紙
片
群
、
と
ひ
と
ま
ず
概
括
で
き
よ
う
。
そ

し
て
こ
れ
ら
は
、
年
月
日
お
よ
び
差
出
が
本
紙
に
明
記
さ
れ
る
か
否
か
で
、

三
つ
に
類
型
化
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
年
月
日
も
差
出
も
な
い
も
の
を
A

型
、
年
月
日
は
明
記
さ
れ
る
が
差
出
は
持
た
な
い
も
の
を
B
型
、
年
月
日
・

差
出
ど
ち
ら
も
明
記
さ
れ
る
も
の
を
C
型
と
し
て
大
別
で
き
る
。

　
A
型
は
図
版
③
の
よ
う
に
、
名
字
を
小
さ
な
紙
片
に
書
き
付
け
た
だ
け
で

あ
り
、
「
名
字
書
付
」
と
呼
称
し
て
も
差
し
支
え
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。

だ
が
【
三
九
－
二
号
】
（
図
版
②
）
の
亀
紙
に
「
執
金
剛
神
」
や
「
神
懸
寺

敵
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
類
推
で
き
る
よ
う
に
、
や
は
り
書
き
付
け
た
名

字
の
人
物
へ
の
宗
教
的
制
裁
を
執
金
剛
神
に
祈
願
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

B
型
の
罪
科
内
容
は
、
玉
井
庄
押
領
や
講
米
・
座
米
の
無
沙
汰
で
あ
り
、
法

華
堂
全
体
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
C
型
の
罪
科
内
容
に
つ
い
て
は
、

法
華
堂
全
体
へ
の
も
の
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
法
華
堂
関
係
者
個
入
が
所
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

す
る
下
地
の
押
領
で
あ
る
。
そ
れ
も
単
に
書
き
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

図
版
⑤
の
よ
う
に
本
文
の
中
で
説
明
さ
れ
、
祈
願
文
の
よ
う
な
形
式
を
と
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

　
く
わ
え
て
、
差
出
を
持
つ
の
が
C
型
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
「
長
弘
麟
」
、

「
宥
魚
信
、
「
満
堂
衆
蝋
」
と
い
う
三
種
類
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
長
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

は
慕
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
六
月
三
日
法
華
堂
衆
僧
群
議
事
書
に
「
諸
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

弘
」
と
み
え
る
ほ
か
、
『
二
月
堂
血
中
練
行
衆
日
記
』
に
も
享
禄
三
年
の
二

月
過
練
行
衆
心
法
長
弘
噺
以
」
を
初
見
と
し
て
以
降
、
断
続
的
に
そ
の
名
前

が
確
認
で
き
る
。
享
禄
四
年
二
月
二
四
日
京
終
助
六
田
原
カ
ウ
シ
ノ
ト
ヰ
預

⑮状
で
は
門
当
納
所
長
弘
」
と
署
名
し
て
お
り
、
ま
た
同
年
の
十
月
日
法
華
堂

　
　
　
　
　
　
　
⑯

老
若
同
心
評
定
記
録
に
も
地
平
し
て
い
る
。
長
弘
は
す
で
に
享
禄
年
間
の
段

階
で
、
納
所
を
勤
め
る
当
該
期
法
華
堂
衆
の
主
要
構
成
員
の
一
人
で
あ
っ
た
。

宥
雅
も
ま
た
、
の
ち
の
天
正
三
年
（
｝
五
七
五
）
卯
月
吉
日
当
行
方
夏
中
買

　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

物
日
記
、
天
正
十
一
年
六
月
一
日
当
行
方
遣
日
記
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
「
納
所

宥
雅
」
と
署
名
し
て
い
る
よ
う
に
、
法
華
堂
衆
に
あ
っ
て
納
所
を
勤
め
る
人

　
　
　
　
⑲

物
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
満
堂
衆
」
と
は
法
華
堂
衆
の
集
合
体
組
織
を
指
す

も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
［
史
料
①
］
薬
師
寺
僧
等
願
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
訟
〕

　
　
今
度
地
下
人
雑
説
を
申
出
由
、
其
外
有
名
無
実
之
儀
、
条
々
依
雲
量
二

　
　
寺
家
郷
内
堅
塁
義
之
段
羽
軸
申
事
、
寺
社
滅
亡
不
如
国
者
也
、
誠
難
敵

　
　
神
号
雪
雲
不
可
落
筆
也
、
所
詮
暦
仁
躰
、
現
世
ニ
チ
ハ
受
臼
癩
黒
癩
之

　
　
苦
【
ヲ
、
速
疾
仁
他
方
世
界
江
令
追
放
消
除
、
当
来
ニ
チ
ハ
下
思
…
間
地
獄

　
　
仁
、
永
不
可
有
出
期
者
也
、
仰
願
者
、
答
南
無
薬
師
如
来
日
光
月
光
十

　
　
二
神
将
七
千
夜
叉
八
幡
大
菩
薩
伽
藍
護
法
井
日
本
国
中
大
小
神
祇
国
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敵
脱
ヵ
）

　
　
力
仁
、
同
単
玉
行
修
習
之
功
力
仁
、
彼
寺
高
調
之
躰
厳
訓
同
心
之
仁
進
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〔
奇
〕

　
　
速
仁
令
滅
亡
、
弥
々
垂
仏
法
功
力
神
明
仏
陀
納
受
立
所
現
寄
特
彼
仁
令

　
　
他
方
世
界
へ
追
放
消
除
給
へ
、
傍
籠
名
論
件
、
廉
々
如
律
令
、

　
　
　
　
永
禄
七
年
押
六
月
三
日
　
　
　
寺
僧
等
鰍

　
こ
の
［
史
料
①
］
は
、
書
止
文
言
の
「
侃
籠
名
如
件
、
百
々
如
律
令
」
に

着
目
し
て
、
酒
井
氏
が
籠
名
の
文
書
の
実
例
と
し
て
ま
さ
に
紹
介
し
た
も
の

で
あ
る
。
薬
師
寺
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
差
出
・
日
付
そ
し
て
本
文
を
も
ち
、

差
出
の
「
寺
僧
等
蝋
」
も
先
に
み
た
C
型
の
「
満
堂
衆
鰍
」
と
類
似
す
る
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

式
を
と
る
。
呪
句
「
急
々
如
律
令
」
も
C
型
に
し
か
見
え
ず
、
C
型
こ
そ
が

東
大
寺
法
華
堂
衆
に
よ
る
「
名
を
認
め
る
」
文
書
の
基
本
形
で
あ
る
か
の
ご

と
く
で
あ
る
。
永
村
眞
氏
に
よ
っ
て
、
「
東
大
寺
二
月
堂
縁
起
」
の
末
尾
に

貼
り
継
が
れ
た
一
紙
の
紹
介
か
ら
東
大
寺
二
月
堂
に
お
け
る
籠
名
の
存
在
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の
史
料
に
よ
り
、
法
華
堂
で
も
実
際
に
籠
名
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
［
史
料
②
］
鹿
野
薗
緑
道
還
附
状

野
薄
年
並
四
月
二
昌
鹿
野
薗
欝
之
状
」

就
法
花
堂
執
金
剛
神
御
下
地
三
年
掛
、
非
近
年
無
沙
汰
申
候
鰍
、
名

字
被
籠
之
由
候
、
驚
入
候
、

一
松
田
之
儀
其
方
一
職
儀
候
由
候
、
返
遣
申
候
、

一
岸
井
鴨
田
二
反
拙
者
作
分
地
家
乞
田
所
持
候
、
混
乱
之
条
岸
井
作
分

替
三
鴨
田
｝
職
仁
此
方
へ
可
給
之
由
心
得
存
候
、
然
者
松
田
岸
井
二

　
　
　
熟
思
｝
職
其
方
へ
可
被
召
候
、

　
　
一
名
虐
雑
早
々
重
出
候
　
可
有
、
可
田
　
イ
、
此
等
旨
可
然
可
崩
御
披

　
　
　
露
、
無
事
御
取
合
所
仰
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
（
芙
文
八
年
）

　
　
　
　
　
卯
月
二
日
　
　
　
　
鹿
野
害
毒
弘
（
花
押
）

　
　
　
　
法
花
堂
堂
司
御
房

　
傍
線
部
に
よ
る
と
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
、
古
市
氏
被
官
の
鹿
野
薗

緑
弘
は
法
華
堂
執
金
剛
神
領
の
下
地
三
反
を
近
年
無
沙
汰
し
た
こ
と
に
よ
り
、

名
を
籠
め
ら
れ
た
ら
し
い
。
軟
弱
の
執
行
主
体
が
法
華
堂
衆
で
あ
る
こ
と
は
、

生
め
ら
れ
て
い
た
名
字
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
法
華
堂
堂
司
に
申
し
述
べ

て
い
る
波
線
部
か
ら
察
せ
ら
れ
よ
う
。
お
そ
ら
く
は
そ
の
後
、
法
華
堂
衆
の

集
会
に
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
法
華
堂
で
も
嘉
名
と
い
う
宗

教
的
制
裁
は
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
章
を
あ
ら
た
め
て
、
C
型
が
中
世
大
和
寺
院
の
「
名
を
窮
め
る
」

文
書
で
あ
る
と
い
う
酒
井
説
を
検
証
し
た
い
。
東
大
寺
法
華
堂
衆
と
興
福
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

堂
衆
は
多
く
の
共
通
性
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
史
料
的
条

件
に
め
ぐ
ま
れ
実
態
が
把
握
し
や
す
い
興
福
寺
の
卿
名
を
主
な
手
が
か
り
に
、

以
下
分
析
を
進
め
る
。

①
徳
永
誓
子
「
東
大
寺
宝
珠
院
伝
来
文
書
の
概
要
」
（
勝
山
清
次
編
『
南
都
寺
院

　
文
書
の
世
界
』
思
文
闇
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
三
頁
。

②
早
島
大
祐
「
乾
臨
と
法
華
堂
領
荘
園
」
（
勝
山
清
次
編
『
南
都
寺
院
文
書
の
世
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界
輪
思
文
閤
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
一
八
七
頁
。

③
『
京
都
府
の
地
名
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）
。

④
中
世
後
期
に
お
け
る
東
大
寺
法
華
堂
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
醤
及
し
た
も
の
に
、

　
菊
地
大
樹
「
中
世
寺
院
に
お
け
る
堂
衆
の
活
動
と
経
済
基
盤
」
（
『
嵩
院
史
研
究
』

　
十
二
号
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。

⑤
大
和
国
御
油
庄
【
四
四
号
】
に
つ
い
て
は
具
体
的
経
緯
が
不
明
だ
が
、
同
史
料

　
か
ら
当
該
期
に
法
華
堂
が
何
ら
か
の
権
益
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

⑥
徳
永
誓
子
前
掲
「
東
大
寺
宝
珠
院
伝
来
文
書
の
概
要
」
五
～
六
頁
。

⑦
年
未
詳
正
月
二
四
臼
三
味
堂
供
名
御
中
宛
蔵
教
院
認
定
請
文
〔
「
宝
珠
院
現
蔵

　
文
書
扁
一
遍
五
四
五
号
〕
。
そ
の
端
裏
書
に
［
永
正
十
二
年
二
出
仕
、
信
花
坊
ト

　
モ
云
、
龍
教
ト
モ
云
、
弟
子
ハ
奥
騒
法
師
長
勝
房
ト
云
也
」
と
あ
る
。

⑧
川
下
倫
央
「
大
内
氏
の
奉
書
お
よ
び
奉
者
」
（
『
九
州
史
学
』
一
四
七
号
、
二
〇

　
〇
七
年
）
所
載
の
「
大
内
氏
算
者
一
覧
」
参
照
。

⑨
長
享
二
年
二
月
十
九
日
大
内
政
弘
感
状
写
「
大
内
殿
掟
書
」
〔
『
大
日
本
史
料

　
第
八
編
之
二
十
轟
七
…
一
八
頁
〕
。

⑩
米
原
正
義
『
戦
国
武
士
と
文
芸
の
研
究
軌
（
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年
）
六
六
七

　
頁
。

⑪
　
　
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
臨
文
明
十
三
年
六
月
条
。

⑫
【
三
四
号
】
は
差
出
を
欠
く
が
、
そ
れ
を
除
け
ば
C
型
の
特
徴
を
備
え
る
た
め
、

　
差
出
の
無
い
C
型
と
し
て
摺
握
し
て
お
く
。

⑬
「
京
都
大
学
所
蔵
宝
珠
院
文
轡
」
（
京
都
大
学
文
学
部
古
文
書
室
架
蔵
写
真

　
帳
）
三
函
九
一
号
。

⑭
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
編
『
東
大
寺
二
月
堂
修
二
会
の
研
究
史
料
編
』
（
中

　
央
公
論
美
術
出
版
、
｝
九
七
九
年
）
所
収
。

⑮
　
　
「
京
都
大
学
所
蔵
宝
珠
院
文
書
」
三
函
六
五
号

⑯
「
京
都
大
学
所
蔵
宝
珠
言
文
書
」
王
函
六
二
号
。

⑰
「
京
都
大
学
所
蔵
宝
珠
院
文
書
」
書
函
ヨ
万
。

⑱
「
京
都
大
学
所
蔵
宝
珠
置
文
書
扁
八
逆
八
号
。

⑲
こ
の
ほ
か
、
天
正
十
八
年
三
月
二
六
日
南
観
音
院
薬
理
等
借
米
状
〔
「
京
都
大

　
学
所
蔵
宝
珠
院
文
書
」
三
函
八
一
号
〕
で
は
「
〈
南
観
音
院
〉
宥
幕
下
と
見
え
て

　
い
る
。

⑳
「
薬
師
寺
所
蔵
薬
師
寺
記
録
文
書
」
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
歴
史
研
究
室
架
蔵

　
写
一
具
帳
）
第
五
函
＝
エ
即
日
万
。

⑳
瀧
川
政
次
郎
「
急
々
如
律
令
」
（
瀧
川
『
律
令
の
研
究
無
刀
江
書
院
、
一
九
三

　
一
年
）
。
和
田
葦
「
呪
符
木
簡
の
系
譜
」
（
和
田
欄
日
本
古
代
の
儀
礼
と
祭
肥
・
信

　
仰
中
』
塙
書
房
、
｝
九
九
五
年
。
初
出
一
九
八
二
年
）
一
六
一
一
～
七
一
頁
。

⑫
　
永
村
眞
「
古
名
」
（
堀
池
春
雷
監
修
、
綾
村
宏
・
永
村
萸
・
湯
山
賢
一
編
『
東

　
大
寺
文
書
を
読
む
』
思
量
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
。

⑳
）
　
「
京
都
大
学
所
蔵
宝
珠
院
文
書
」
六
函
四
号
。

⑳
　
神
谷
文
子
「
十
五
世
紀
後
半
の
興
福
寺
堂
衆
に
つ
い
て
」
（
隅
史
論
』
三
九
号
、

　
一
九
八
六
年
）
、
関
口
真
規
子
「
中
世
後
期
に
お
け
る
東
大
寺
堂
衆
と
修
験
道
に

　
つ
い
て
」
（
『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
十
一
号
、
二
〇
〇
五
年
。

　
の
ち
関
口
『
修
験
道
教
団
成
立
史
暁
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
年
に
所
収
）
一
一
陽

　
頁
な
ど
を
参
照
。二

　
「
名
を
籠
め
る
」
文
書
を
め
ぐ
っ
て

一
　
籠
名
と
呪
咀
・
調
伏

　
本
節
で
は
、
籠
名
と
呪
咀
・
調
伏
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま

ず
は
じ
め
に
、
呪
曝
・
調
伏
そ
れ
ぞ
れ
の
辞
書
的
意
味
を
確
認
し
て
お
く
。

呪
咀
と
は
「
あ
る
特
定
の
入
や
物
事
を
激
し
く
憎
み
、
神
仏
に
祈
願
し
て
そ
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【別表】翻刻紹介史料群の編年一覧

函 番号 西暦 年月日 類型 対象 差出 雛科理由 呪句文言 寸法 包紙 備考
7 35 1495 明応4／4／29 B 木三又四郎

ﾊ井庄代官狛北吉 一 玉井庄押領 ｝ 17．2×12．8 有 図版①

7 38 1496 明応5／4／26 B 遊座弥六 一 玉井庄押領 神敵寺敵 7．5×6．6 有
7 39－1 1496 明応5／4／26 B 遠江守 一

ヨ三井庄押領 寺社怨敵
_敵寺敵

6．7×6．5 有

7 45 1496 明応5／4／26 B 椹野庄斎宮職安富犬
@師丸 一 一 寺社怨敵

_敵寺敵
7．4×6．5 有

7 44 ユ496 明応5／6／18 B 栄勤房善秀 一 御油庄押妨 寺敵 8．6×14．8 有 破損大
7 28 1496 明応5／U／9 B 井手修理亮秀良 … 玉井庄押領 神敵寺敵 27．3×45．4 有 木箱入、明治5／1／一誓願條目

y7函27号】と木箱一括
7 29 1496 （明応5／11／9＞ A 与一 一 一 一 9．6×8．5 有 切封痕あり、切封墨引あり
7 30 1502 文亀2／12／23 B 山田太郎次郎綱近 一 ｝ 怨敵

_横寺敵
8．2×7．3 有 図版④

7 42 1516 （永正13／12／28） A 狭川方 一 一 一 13．0×10．3 無
7 33 15ユ7 永正14／2／一 B 笠置十二院 一 座米無沙汰 怨滅々 10．8×9．1 有 切封墨引あり
7 41 15ユ8 永正ユ5／10／16 B 辰市堀方 ｝ 珊講米無沙汰 一 U．OX9．3 有 図版⑥
7 34 1561 永禄4／3／如意 C 水計泉和 一 持宝：院下地押領 調伏

專G朝敵
｡罰

8．5×11．4 無

7 31－1 1563 永禄6／3／工 C 超昇寺孫八郎 畏弘 藤熊下地押領 調伏
_罰冥罰
｡罰
ﾓ々如律令

9．4×13．5 有 図版⑤

7 31－2 ユ563 永禄6／3／1 C 菅原問三栄一門一家 宥雅 儒二二押領 調伏
｡罰

9．4×10．3 有

7 31－3 1563 永禄6／3／1 C 今西善三郎 宥雅 南観音院押領 調伏
_罰冥罰
｡罰

9．3×8．2 麿

7 36 工564 永禄7／3／ユ C 善教・良泉・実俊 満堂衆 種々謀反 治罰 ユ3．2×ユ4．0 無
7 40 1564 永禄7／3／1 C 山崎九郎 長弘 持宝院下地押領 ；神罰冥濁

E々如律令
｡罰

13．OX25．2 有

7 37 （朝未1／22） A 岸田快円・岡九郎 一 ㎜ 一 7．1×7．2 有
7 43 （4／26）

一 一 一 一 怨敵 … 有 包紙のみ
7 39－2 年月田未群 A 問田大蔵少輔弘胤

ｩ兵庫頭四四
剋沽Y左衛門尉弘相
刳ｨ解由左衛門武道

一 一 神野寺敵 4．9×9．0 有 園版②

7 32 年月田二二 A 高橋 一 一 一 9．6×9．ユ 有
7 46 年月EI未詳 A 実轡得業 一 ｝ 7．4×6．5 有

図版③、切封痕あり、切封墨引なし

（QO
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申世「名を籠める」文書論（萩原）

れ
を
害
し
よ
う
と
す
る
こ
と
」
と
あ
る
。
調
伏
と
は
「
①
仏
語
。
怨
敵
・
悪

魔
・
敵
意
あ
る
人
な
ど
を
信
服
さ
せ
、
障
害
を
破
る
こ
と
。
ま
た
心
身
を
と

と
の
え
て
、
悪
業
や
煩
悩
な
ど
を
除
く
こ
と
。
②
ま
じ
な
い
な
ど
に
よ
っ
て
、

人
を
呪
い
殺
す
こ
と
。
呪
誰
」
と
さ
れ
、
下
戸
は
調
伏
②
と
ほ
ぼ
同
義
と
い

　
①

え
る
。

　
興
福
寺
多
聞
院
の
院
主
英
俊
の
日
記
『
多
聞
院
日
記
』
天
文
十
～
年
（
一

五
四
二
）
三
月
十
五
日
条
で
は
「
駿
河
公
罪
科
、
同
名
字
競
演
七
堂
二
被
籠

了
、
於
六
ヶ
屋
二
毎
日
心
経
三
十
頒
調
伏
ノ
祈
祷
ア
ル
ヘ
キ
之
由
金
隈
遣

了
」
と
あ
る
よ
う
に
、
籠
名
は
五
社
七
堂
、
調
伏
は
六
ヶ
屋
、
そ
れ
ぞ
れ
全

く
別
空
間
で
行
わ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
学
名
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
て
、

こ
の
た
び
毎
日
心
経
三
十
煩
調
伏
の
祈
祷
を
申
し
遣
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

分
か
る
。
つ
ま
り
、
時
間
的
段
階
差
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
簿
記
の
元

亀
三
年
（
一
五
七
二
）
閏
正
月
二
七
カ
条
で
も
「
墨
染
円
堂
為
籠
名
西
調
伏
、

百
座
信
号
仁
王
経
直
参
同
時
退
散
在
之
、
出
営
」
と
み
え
、
す
で
に
書
名
さ

れ
て
い
た
者
た
ち
を
調
伏
す
る
た
め
に
興
福
寺
南
円
堂
に
て
仁
王
経
が
読
ま

れ
て
い
る
。
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
三
月
八

日
条
で
も
「
自
惚
日
南
円
堂
群
参
大
甘
認
可
有
之
、
仮
屋
才
木
等
被
寄
之
処
、

自
越
智
方
可
有
延
引
旨
申
闘
無
之
云
々
、
箸
尾
為
国
仲
川
庄
唯
識
講
米
無
沙

汰
之
間
、
立
面
名
字
キ
、
血
汐
不
承
引
之
間
、
為
呪
咀
也
」
と
あ
り
、
大
和

国
仲
川
留
唯
識
講
米
を
無
沙
汰
し
て
い
た
箸
尾
為
国
は
、
羅
馬
さ
れ
て
以
降

も
承
引
し
な
か
っ
た
た
め
、
南
円
堂
に
お
い
て
大
般
若
経
に
よ
る
呪
咀
が
決

行
さ
れ
た
。
ど
の
事
例
も
、
籠
名
の
の
ち
に
問
を
置
い
て
呪
咀
・
調
伏
さ
れ

　
　
　
　
　
　
②

て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
時
間
を
置
か
ず
に
驚
決
之
面
々
令
籠
名
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

次
第
二
調
伏
二
可
被
取
向
」
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
興
福
寺
で
は
、
籠
名
と
呪
咀
・
調
伏
が
行
為
と
し
て
明
確
に
区
別
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　
興
福
寺
以
外
の
大
和
寺
院
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
籠
名
は
、
酒
井
氏
が
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

崩
し
た
興
福
寺
・
東
大
寺
・
薬
師
寺
の
ほ
か
に
、
多
武
築
寺
・
法
隆
寺
で
も

確
認
で
き
る
。
例
え
ば
法
隆
寺
申
膓
の
評
定
記
録
「
衆
分
成
敗
引
付
」
永
禄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

元
年
（
～
五
五
八
）
苛
烈
十
六
日
条
を
み
る
と
、
「
一
蘭
交
衆
肥
壷
者
、
人

質
之
事
理
可
有
禁
制
者
也
、
自
然
背
掟
旨
、
於
被
笠
出
遊
耳
蝉
可
被
処
罪
科
、

曳
裂
権
門
等
聖
帝
者
籠
名
之
上
、
別
而
可
有
調
伏
旨
、
評
定
事
切
了
」
と
あ

る
。
勝
手
に
交
衆
を
人
質
に
差
し
出
し
た
者
は
罪
科
に
処
す
の
だ
が
、
有
力

者
等
の
縁
者
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
装
置
し
た
う
え
で
調
伏
す
る
と
評
決
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
法
隆
寺
で
も
籠
名
と
調
伏
の
処
罰
と
し
て
の
区
別
は

明
確
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
世
大
和
の
諸
寺
院
に
お
い
て
、
両
行
為
は
全

く
異
な
る
宗
教
的
制
裁
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
法
華
堂

の
事
例
に
も
ど
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
［
史
料
③
］
「
東
大
寺
法
華
堂
要
録
」
応
仁
二
年
（
～
四
六
八
）
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
力

　
　
長
洲
庄
事
、
叶
ベ
カ
ラ
ザ
ル
返
事
、
西
室
殿
ヨ
リ
聞
ユ
ル
問
、
其
□
力

11ユ （829）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
十
二
月

　
　
ナ
キ
ニ
ョ
リ
、
執
金
剛
神
御
室
前
一
一
テ
、
廿
九
日
来
患
ヨ
リ
始
テ
、
大

　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
内
殿
弘
政
・
安
富
遠
江
忠
行
・
弘
中
重
勝
三
人
、
名
字
ヲ
御
足
下
二
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恵
救
カ

　
　
テ
、
不
動
尊
ヲ
御
本
地
ト
シ
テ
供
養
法
ア
テ
、
諸
衆
D
口
止
ヲ
満
テ
、

　
　
調
伏
ノ
懇
祈
先
二
ヶ
日
ア
リ
、

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
応
仁
二
年
当
時
の
周
防
大
内
氏
の
当
主
政
弘
、
お
よ
び

奉
行
人
の
安
富
忠
行
・
弘
中
重
勝
ら
計
三
人
の
名
字
が
執
金
瑚
神
の
足
下
に

納
め
ら
れ
て
調
伏
さ
れ
て
い
る
。
重
勝
が
調
伏
さ
れ
る
背
景
は
明
ら
か
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

い
が
、
忠
行
が
当
該
期
に
お
け
る
法
華
堂
領
長
洲
荘
の
知
行
者
で
あ
る
こ
と

を
ふ
ま
え
れ
ば
、
同
様
に
何
ら
か
の
濫
妨
を
働
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
だ

が
こ
の
事
例
は
籠
名
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
名
字
を
用
い
た
調
伏
祈
祷
で
あ

る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
つ
ま
り
呪
咀
・
調
伏
で
も
名
字
を
籠
め
る
行
為
を

伴
う
こ
と
が
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
［
史
料
④
］
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
撫
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
六
月
十

　
五
日
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
城
〕

　
　
就
菩
提
山
郭
汲
、
窪
成
春
藤
丸
綿
名
字
可
籠
五
六
七
堂
云
々
、
男
君
就

　
　
光
宣
法
印
申
披
子
細
之
聞
、
糺
明
之
間
可
延
引
之
由
、
先
日
沙
汰
人
衆

　
　
等
且
返
答
了
、
依
光
宣
違
例
去
月
上
洛
、
大
略
不
可
有
正
躰
風
聞
、
依

　
　
之
春
藤
名
字
籠
歯
黒
了
、
希
代
次
第
也
、
近
日
修
正
手
水
所
釜
二
名
字

　
　
入
之
、
沙
汰
人
廿
八
入
之
内
別
心
之
雛
少
々
沙
汰
也
、
今
日
沙
汰
人
内

　
　
井
惣
六
方
衆
十
余
入
面
向
、
手
水
所
彼
名
字
取
出
之
、
則
成
六
方
集
会
、

　
　
向
後
称
六
方
密
儀
如
此
事
錐
加
下
知
、
不
可
承
引
旨
堅
仰
両
堂
宇
云
々
、

　
　
尤
沙
汰
也
、
籠
霊
芝
面
目
了
云
々
、

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
菩
提
山
と
の
連
携
を
疑
わ
れ
た
～
乗
黙
黙
の
衆
徒
窪
城

春
藤
丸
は
、
光
宣
法
印
の
介
入
に
よ
っ
て
草
名
処
分
が
延
期
さ
れ
て
い
た
が
、

後
ろ
盾
で
あ
っ
た
彼
を
失
う
状
況
と
な
り
～
転
、
鼠
壁
に
名
字
を
籠
め
ら
れ

た
。
さ
ら
に
近
日
に
な
っ
て
修
正
手
水
所
の
釜
に
名
字
を
入
れ
ら
れ
て
呪
咀

さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
、
名
字
を
釜
の
中
に
認
め
て
い
る
点
に
着
目
し
た
い
。

　
興
福
寺
学
侶
は
、
大
乗
院
領
越
前
国
管
江
庄
年
貢
を
無
沙
汰
し
た
面
々
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

つ
い
て
「
籠
奥
社
署
名
前
廉
及
厳
重
調
伏
」
と
指
示
し
て
い
る
。
興
福
寺
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

会
五
師
蓮
花
院
の
印
尊
も
「
本
願
寺
名
字
書
言
揚
仏
前
被
調
伏
了
」
と
証
解

し
て
お
り
、
興
福
寺
で
も
呪
咀
・
調
伏
時
に
名
字
を
悩
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

神
水
集
会
で
評
決
さ
れ
た
「
十
市
名
字
書
之
而
、
両
堂
修
正
御
手
水
所
五
二

入
之
、
呪
誼
」
に
つ
い
て
、
酒
井
氏
は
籠
名
と
呪
咀
を
さ
し
て
区
別
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
な
く
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
［
史
料
④
］
と
同
様
に
呪
咀
と
理
解
す

　
　
　
　
　
　
⑪

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
睨
咀
・
調
伏
で
も
名
字
を
籠
め
る
行
為
を

伴
う
た
め
に
混
同
し
や
す
い
が
、
論
罪
と
い
う
処
罰
そ
の
も
の
は
呪
咀
・
調

伏
の
前
提
と
し
て
す
で
に
執
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
具
体
的
に
籠
名
は
ど
の
よ
う
な
処
罰
と
評
価
で
き
る
の
か
。

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
六
月
九
日
条
に
は
「
雨

師
庄
年
貢
無
故
無
沙
汰
間
、
可
被
彫
名
字
之
由
、
六
方
二
申
送
了
、
来
十
六
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日
以
前
無
一
通
者
、
可
処
蕪
蜂
之
由
一
決
之
旨
、
一
昨
日
六
方
返
事
到
来
」

と
あ
る
。
興
福
寺
六
方
は
、
来
た
る
六
月
十
六
日
ま
で
に
大
乗
院
領
大
和
国

雨
師
庄
の
年
貢
無
沙
汰
に
関
わ
る
請
文
が
違
反
者
側
か
ら
提
出
さ
れ
な
け
れ

ば
寺
敵
処
分
に
す
る
と
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
同
月
二
六
日
ま
で
に
、
無
沙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

書
し
て
い
た
小
河
方
の
籠
名
が
執
行
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
籠
名
と
は
そ

の
者
の
名
字
を
書
い
た
紙
を
掴
め
る
と
い
う
行
為
形
態
を
と
っ
た
寺
敵
認
定

処
分
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
同
記
に
は
「
尚
以
無
故
無
沙
汰
候
者
、
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
堂
ヵ
〕
　
　
　
　
　
⑬

国
枝
方
名
字
被
籠
五
社
七
生
、
処
神
敵
仏
敵
」
「
被
籠
名
字
を
五
社
七
堂
、

　
　
　
　
　
　
⑱

深
重
之
寺
敵
云
々
」
「
番
条
今
日
罷
上
条
不
可
然
之
間
、
処
神
聖
可
籠
名
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

之
由
錐
申
之
、
及
異
儀
仁
有
之
間
、
不
成
事
止
了
」
な
ど
の
記
事
も
あ
り
、

春
敵
か
神
敵
か
仏
敵
か
表
現
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
籠
名
の
執

行
を
う
け
て
興
福
寺
か
ら
敵
視
さ
れ
て
い
る
。
酒
井
氏
は
、
寺
敵
神
敵
に
断

定
す
る
こ
と
が
籠
名
を
実
行
す
る
う
え
で
の
一
つ
の
大
切
な
要
件
で
あ
る
と

　
⑯
し
た
。
し
か
し
、
む
し
ろ
制
裁
の
主
眼
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
籠
名
が
呪
咀
・
調
伏
と
根
本
的
に
異
な
る
の
は
、
型
名
（
静
め
ら
れ
た
名

字
を
出
す
こ
と
）
が
成
さ
れ
て
、
耳
管
認
定
が
解
除
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
罪
名
を
乞
う
書
状
は
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
こ
の
出
名
と
い
う
赦
免
の
担
保
性
が
、
諸
人
の
身
受
に
対
す
る
畏
怖
を

希
薄
化
し
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
唯
識
講
米
無
沙
汰
に

よ
っ
て
名
字
を
五
三
七
堂
に
軽
め
ら
れ
た
箸
尾
は
、
臆
す
る
こ
と
な
く
悪
口

　
　
　
　
　
⑱

を
放
っ
て
い
る
。
ま
た
、
請
文
を
提
出
し
た
筒
井
は
若
宮
祭
礼
の
期
間
の
み

で
よ
い
の
で
、
豊
田
の
名
字
を
出
慨
し
て
ほ
し
い
な
ど
と
要
求
す
る
始
末
で

　
　
⑭

あ
っ
た
。
こ
れ
は
裏
返
せ
ば
、
祭
礼
以
後
で
あ
れ
ば
再
び
難
名
さ
れ
て
も
か

ま
わ
な
い
と
吐
露
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
籠
名
と
は
比
較
的
容
易
に
解
除
可
能
な
寺
敵
認
定
で

あ
り
、
｝
定
の
籠
名
期
間
を
設
け
て
そ
の
間
に
義
務
履
行
し
な
け
れ
ば
、
さ

ら
に
厳
重
な
呪
咀
・
調
伏
の
祈
祷
を
行
う
と
い
う
、
宗
教
的
制
裁
の
第
一
段

階
と
評
価
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
毛
利
氏
は
、
心
理
的
脅
迫
と
い
う
評

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

価
に
と
ど
め
て
い
る
が
、
敵
認
定
を
主
眼
と
す
る
実
質
的
な
制
裁
で
あ
る
点

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

2
　
籠
名
札
と
調
伏
札

　
今
回
紹
介
し
た
新
出
史
料
群
は
、
【
四
四
号
】
を
除
け
ば
い
ず
れ
も
極
め

て
良
好
な
残
存
状
態
を
維
持
し
て
お
り
、
長
期
間
の
密
閉
保
管
が
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
い
わ
ば
、
籠
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

と
り
わ
け
【
四
一
号
】
（
図
版
⑥
）
に
は
「
辮
講
米
依
無
沙
汰
女
業
」
と
あ

り
、
こ
の
紙
片
が
籠
め
ら
れ
た
こ
と
を
直
戯
に
表
し
て
い
る
。
と
は
い
え
前

節
の
検
討
に
よ
っ
て
、
署
名
と
呪
咀
・
調
伏
の
区
別
が
明
ら
か
に
な
っ
た
い

ま
、
ど
ち
ら
に
用
い
ら
れ
た
紙
片
な
の
か
は
、
検
討
を
要
し
よ
う
。

　
か
つ
て
植
田
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
興
福
寺
の
「
名
を
工
め
る
」
文
書
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図
版
⑥
　
四
一
号

’t’

｝，

燕
㍗
、
穿
、

覧

、

重
．
・

、
　
孕

き　
「

類
型
軍

rl

気
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
は
「
書
様
」
す
な
わ
ち
一
定
の
書
式
が
存
在
し
て
い
た
。

　
［
史
料
⑤
］
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
明
応
二
年
十
一
月
十
一
日
条

　
　
寺
門
反
銭
及
異
儀
、
平
田
八
荘
官
之
内
、
岡
・
中
村
両
人
ハ
不
可
有
緩

　
　
怠
旨
請
申
、
殊
更
岡
願
主
人
也
、
其
余
六
人
ハ
先
日
被
籠
名
字
、
罫
書

　
　
様
遣
社
家
二
、
八
荘
官
と
計
書
之
、
此
内
二
越
智
伊
賀
守
有
之
故
、
名

　
　
字
最
早
歎
、
比
興
粒
々
、
布
施
以
下
闘
分
大
略
越
智
持
之
、
毎
事
無
沙

　
　
汰
也
、

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
乗
院
方
の
国
民
で
あ
る
越
智
伊
賀
守
は
、
寺
門
反
銭

の
無
沙
汰
を
し
て
い
た
平
田
八
荘
官
の
一
人
と
し
て
籠
名
対
象
に
入
っ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
興
福
寺
側
は
、
当
時
勢
力
を
持
っ
て
い
た
越
智
の
名
を
書
い

て
籠
め
る
こ
と
を
遠
慮
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
「
八
荘
官
」
と
だ
け
記
し
て
い

る
。
大
乗
院
門
跡
尋
尊
は
遣
憾
の
意
を
示
し
て
お
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
個

別
旦
ハ
体
的
に
名
字
が
記
載
さ
れ
る
原
則
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
紹
介
し

た
【
三
九
一
二
号
】
（
図
版
②
）
は
大
内
氏
重
臣
四
名
を
個
別
に
記
載
し
て

お
り
、
こ
の
「
書
様
」
に
則
っ
て
い
る
。

　
籠
名
を
執
行
す
る
日
に
つ
い
て
も
、
は
じ
め
か
ら
定
ま
っ
た
日
が
あ
る
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
に
大
和
国
田
村
庄
の
年
貢
を

無
沙
汰
し
て
い
た
中
村
豊
前
公
と
北
入
道
覚
慈
の
両
人
の
名
字
は
、
紙
に
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

め
ら
れ
た
二
日
後
の
籠
名
執
行
が
一
決
さ
れ
て
い
る
。
「
不
日
以
吉
日
可
被

　
　
　
⑱

籠
名
字
候
」
と
学
侶
評
定
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
早
急
な
籠
名
執
行

が
評
決
さ
れ
て
も
、
そ
の
度
に
適
当
な
吉
日
が
撰
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。　

さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
籠
名
に
用
い
ら
れ
た
文
書
と
呪
咀
・
調
伏
時
の

そ
れ
と
は
全
く
の
別
物
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
［
史
料
⑥
］
「
六
方
引
付
」
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
六
月
十
三
日
条

　
　
就
尊
堂
修
正
執
行
之
儀
、
単
名
之
躰
悉
以
可
被
注
出
訴
、
両
堂
江
以
書
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状
被
告
遣
畢
、
湯
釜
可
被
指
名
字
可
被
認
沙
汰
人
之
躰
、
勝
青
房
・
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
信
房
・
専
渋
難
、
已
上
、
追
加
之
躰
　
顕
房
、
已
上

　
湯
釜
へ
入
れ
る
呪
言
の
た
め
の
名
宇
を
執
筆
す
る
沙
汰
人
を
評
決
し
た
興

福
寺
六
方
は
、
す
で
に
影
堂
さ
れ
て
い
る
者
た
ち
の
一
覧
を
注
進
す
る
よ
う

に
東
西
両
金
堂
へ
求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
湯
釜
へ
入
れ
る
名
字
に
つ
い

て
は
、
籠
名
時
と
は
別
の
沙
汰
人
が
あ
ら
た
め
て
選
出
さ
れ
て
彼
ら
が
執
筆

す
る
の
で
あ
る
。
学
侶
評
定
で
は
「
筆
者
晒
鯨
可
信
之
薦
被
申
付
由
、
同
一

　
⑮
諾
了
」
と
確
認
さ
れ
て
お
り
、
「
名
を
膿
め
る
し
文
書
の
執
筆
者
の
入
選
に

は
か
な
り
配
慮
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
籠
名
の
文
書
が

そ
の
ま
ま
呪
咀
・
調
伏
に
転
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て

見
逃
せ
な
い
こ
と
は
、
こ
の
籠
名
と
い
う
宗
教
的
暴
力
が
「
寺
法
」
の
な
か

に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
［
史
料
⑦
］
奥
田
家
政
訴
状

　
　
従
毎
月
朔
日
五
日
迄
夕
御
神
供
料
山
内
坂
原
郷
諸
成
物
儀
、
以
外
無
沙

　
　
汰
候
条
、
則
亭
亭
候
処
、
聖
王
押
毛
作
候
、
重
々
容
儀
候
、
従
此
方

　
　
切
々
錐
面
届
候
、
一
向
不
能
承
引
候
間
、
既
御
神
供
難
相
藩
候
、
為
寺

　
　
門
急
度
被
仰
届
、
其
上
於
無
沙
汰
候
者
、
任
御
寺
法
旨
、
被
成
品
名
候

　
　
者
可
畏
直
方
、
此
等
趣
能
々
可
預
御
披
露
御
集
朝
立
、
恐
々
衆
心
、

（
天
正
十
一
十
三
年
ヵ
）
　
　
大
宮
神
主

　
　
　
　
六
月
廿
三
日
　
　
家
政

　
　
　
供
目
代
御
房

　
春
日
大
宮
神
主
の
奥
田
家
政
は
、
東
山
内
の
坂
原
郷
の
年
貢
無
沙
汰
お
よ

び
点
札
（
榊
木
）
躁
踊
を
歎
き
申
し
て
い
る
。
供
料
難
渋
の
実
態
を
訴
え
、

寺
門
か
ら
の
催
促
に
よ
っ
て
も
無
沙
汰
が
続
く
場
合
に
は
「
御
寺
法
」
に
従

っ
て
書
名
を
執
行
し
て
く
れ
る
よ
う
学
侶
集
会
へ
の
披
露
を
供
目
代
に
願
い

出
て
い
る
の
で
あ
る
。
訴
入
側
の
籠
名
要
求
が
「
寺
法
」
を
前
提
に
し
て
い

る
点
は
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
［
史
料
⑧
］
「
学
侶
引
付
写
」
元
亀
一
兀
年
（
一
五
七
〇
）
九
月
十
一
日
条

　
　
　
同
九
月
十
…
日
、
於
四
恩
院
学
侶
集
会
評
定
日

　
　
一
菩
提
院
方
供
料
大
豆
越
方
成
、
同
楊
本
領
在
之
所
、
近
年
一
向
無
沙

　
　
　
汰
之
間
、
以
書
状
被
申
届
、
於
無
承
引
者
任
寺
法
可
融
繋
束
旨
～
決

　
　
　
了

　
　
方
、
別
事
件
で
は
あ
る
が
、
処
罰
を
決
定
す
る
学
侶
評
定
側
で
も
右
の

よ
う
に
、
菩
提
院
の
供
料
を
近
年
無
沙
汰
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
催
促

し
て
も
義
務
履
行
し
な
い
場
合
に
は
「
寺
法
」
に
任
せ
て
籠
冒
す
る
こ
と
を

決
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
寺
門
に
よ
る
催
促
に
も
か
か
わ
ら
ず
義
務
履
行

に
応
じ
な
け
れ
ば
籠
名
を
執
行
す
る
と
い
う
流
れ
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
寺

法
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
な
共
通
規

範
の
も
と
に
、
大
和
の
寺
院
社
会
に
お
い
て
、
盛
名
と
い
う
宗
教
的
暴
力
の

要
求
と
執
行
が
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
こ
の
ほ
か
「
無
沙
汰
之
時
名
字
可
籠
進
之
由
請
文
可
進
之
」
と
あ
る
よ
う
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に
、
違
反
者
に
対
し
提
出
を
求
め
た
請
文
に
は
、
義
務
不
履
行
の
際
に
は
自

身
の
名
字
が
謹
め
ら
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
旨
を
記
入
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
な

ど
も
、
籠
名
が
制
度
的
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
の
一
反
映
で
あ
ろ
う
。
個
別

具
体
名
を
記
載
す
る
「
書
様
」
も
、
お
そ
ら
く
は
「
寺
法
し
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
～
定

の
制
度
的
整
備
を
伴
っ
た
総
名
が
吉
日
主
義
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
文
書
に
記
さ
れ
た
日
付
は
固
定
的
で
は
な
い
こ
と
が
想
定
で
き
る
の
で

あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
【
別
表
】
に
戻
ろ
う
。
そ
こ
で
気

付
か
さ
れ
る
の
は
、
酒
井
氏
が
籠
名
の
文
書
と
想
定
し
た
C
型
は
、
い
ず
れ

も
三
月
一
日
と
い
う
固
定
さ
れ
た
臓
付
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
【
三
四
号
】

の
「
如
意
購
」
と
い
う
の
も
お
そ
ら
く
は
一
日
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
く
わ

え
て
、
い
ず
れ
も
「
調
伏
扁
な
い
し
「
治
罰
」
「
神
罰
冥
罰
」
な
ど
の
文
言

を
含
ん
で
い
る
。
A
型
B
型
に
は
見
え
な
い
呪
句
「
急
々
如
律
令
漏
が
散
見

す
る
の
も
、
そ
れ
が
題
画
・
調
伏
時
に
用
い
ら
れ
た
「
名
を
龍
め
る
」
文
書

で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
C
型
は
籠
名
で
は
な
く
調
伏
の
た
め
の
紙
片
、

い
う
な
れ
ば
「
調
伏
札
」
と
命
名
す
べ
き
も
の
と
い
え
る
。
本
来
で
あ
れ
ば

呪
咀
・
調
伏
完
了
時
に
焼
き
捨
て
ら
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
偶
然

今
日
ま
で
残
り
伝
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
酒
井
氏
が
正
名
の
文
書

雛
形
と
し
て
提
示
し
た
前
掲
［
史
料
①
］
は
、
呪
咀
・
調
伏
の
文
書
と
位
置

づ
け
な
お
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
し
て
日
付
の
非
固
定
性
を
勘
案
す
る
に
、
B
型
こ
そ
が
実
際
に
逸
名
で

使
わ
れ
た
「
名
を
諦
め
る
」
文
書
と
評
価
で
き
る
。
A
型
と
の
使
い
分
け
に

つ
い
て
不
明
な
部
分
も
残
る
が
、
A
型
B
型
と
も
に
古
文
書
学
的
に
は
「
籠

名
札
扁
と
命
名
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
上
か
ら
、
今
回
紹
介
し
た
史
料

群
は
、
明
店
年
間
か
ら
永
正
年
間
に
か
け
て
の
籠
名
札
、
お
よ
び
永
禄
年
間

の
調
伏
札
を
中
心
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
従
来
そ
の
実
例
が
全

く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
門
名
を
籠
め
る
」
文
書
の
発
見
と
意
義
づ
け
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

①
百
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
隔
（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
⊥
δ
○
二
年
）
。

②
こ
の
ほ
か
、
「
学
侶
引
付
写
」
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
十
二
月
二
二
日
目

　
〔
噸
大
日
本
史
料
　
第
十
編
目
門
柳
七
一
一
頁
〕
で
は
「
理
不
尽
国
儀
共
候
間
、

　
先
段
籠
名
也
、
猶
於
五
ヶ
屋
丁
令
調
伏
旨
被
申
送
了
」
と
あ
る
。

③
「
学
侶
引
付
写
」
元
亀
元
年
十
｝
月
十
一
日
条
〔
『
大
日
本
史
料
第
十
編
之

　
五
隔
六
一
二
頁
〕
。

④
年
未
詳
十
二
旦
＝
二
日
多
孔
峯
～
擁
壁
御
坊
御
同
宿
中
限
清
元
書
状
澱
雪
山

　
神
社
文
書
輪
二
六
七
号
〕
。

⑤
林
幹
弥
『
太
子
信
仰
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
入
○
年
）
三
六
　
貢
。

⑥
『
続
々
群
害
類
従
第
五
記
録
部
輪
講
〇
三
頁
。

⑦
「
東
大
寺
法
華
堂
要
録
」
応
仁
二
年
条
〔
『
続
々
群
書
類
従
第
五
記
録
部
』

　
四
〇
〇
頁
〕
に
「
摂
州
中
島
二
安
密
遠
江
ア
リ
、
長
洲
知
行
ナ
リ
」
と
あ
る
。

⑧
（
天
文
二
一
年
）
十
月
三
日
朝
倉
義
景
宛
学
侶
衆
申
状
案
〔
『
春
日
大
社
文

　
害
魅
　
～
二
四
号
〕
。
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中世「名を籠める」文書論（萩原）

⑨
魍
蓮
成
院
記
録
㎞
天
文
二
年
目
一
五
三
三
）
五
月
条
。

⑩
酒
井
紀
美
前
掲
「
名
を
籠
め
る
」
二
〇
四
～
二
〇
五
頁
。

⑪
尚
、
酒
井
紀
美
『
夢
か
ら
探
る
中
世
』
（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
～
四
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
一
【
四
八
頁
に
て
、
「
朝
倉
教
影
名
字
、
於
修
正
手
水
所
釜
内
呪
曝
」
と
い
う

　
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
翫
寛
正
五
年
六
月
二
四
日
条
の
～
件
を
紹
介
し
て
い
る
が
、

　
や
は
り
こ
れ
も
同
様
に
呪
咀
で
あ
る
。

⑫
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
明
応
七
年
六
月
二
六
日
条
。

⑬
（
文
明
二
年
）
九
月
五
日
興
福
寺
六
方
衆
書
状
〔
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
紙
背

　
文
書
蝕
一
δ
三
八
号
〕
。

⑭
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
隔
文
明
六
年
十
二
月
十
七
日
条
。

⑮
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
身
幅
明
応
七
年
五
月
二
五
日
条
。

⑯
酒
井
紀
美
前
掲
「
名
を
籠
め
る
」
二
〇
六
頁
。

⑰
例
え
ば
『
春
日
大
社
文
書
』
五
五
・
＝
二
七
・
一
四
五
・
三
六
九
号
な
ど
。

⑱
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
舗
文
明
十
八
年
四
旦
二
日
条
。

⑲
「
百
番
記
」
大
永
三
年
十
一
月
二
二
日
条
〔
『
大
日
本
史
料
第
九
編
之
二

　
四
㎞
　
二
八
八
頁
〕
。

⑳
毛
利
一
憲
前
掲
「
興
福
寺
「
六
方
引
付
」
（
天
文
十
二
年
）
」
二
一
〇
頁
。

⑳
植
田
信
廣
前
掲
「
「
名
字
を
籠
め
る
偏
と
い
う
刑
罰
に
つ
い
て
」
六
一
頁
。

⑫
　
　
「
経
尋
記
」
大
永
三
年
七
月
二
二
日
条
〔
隅
大
日
本
史
料
　
第
九
西
之
二
四
』

　
三
七
六
頁
〕
。

⑬
　
（
文
明
三
年
）
十
月
十
六
日
供
目
代
興
憲
学
侶
評
定
事
書
〔
『
寺
社
雑
事
記

　
（
尋
尊
大
僧
正
記
）
隔
紙
背
文
三
二
第
三
冊
五
七
丁
（
『
北
の
丸
紬
三
七
号
）
〕
。

⑭
　
毛
利
一
審
…
前
掲
「
鳳
肩
山
圭
り
「
⊥
ハ
方
引
付
」
（
天
文
十
二
観
照
）
」
所
収
。

⑮
　
　
「
学
侶
引
付
写
」
元
亀
元
年
七
月
一
一
八
日
条
〔
噌
大
日
本
史
料
　
第
十
編
之

　
五
輪
五
二
五
一
五
｝
エ
ハ
頁
〕
。

⑯
　
　
咽
春
日
大
社
文
書
翫
二
七
二
号
。

⑳
　
　
『
大
日
本
史
料
　
第
十
編
之
五
』
六
　
四
頁
。

璽
　
　
「
経
尋
記
」
大
永
三
年
五
月
十
六
日
条
〔
噸
大
目
本
史
料

　
三
九
八
頁
〕
。

お
　
わ
　
り
　
に

第
九
編
之
二
四
撫

　
以
上
、
本
稿
で
は
宝
珠
院
三
蔵
文
書
の
な
か
の
籠
名
札
と
調
伏
札
を
紹
介

し
て
き
た
。
東
大
寺
法
華
堂
衆
は
、
お
よ
そ
一
〇
セ
ン
チ
四
方
の
小
さ
な
紙

片
に
、
堂
領
押
領
や
諸
役
無
沙
汰
な
ど
の
罪
科
を
犯
し
た
対
象
者
の
名
字
を

書
き
付
け
て
（
籠
名
札
の
作
成
）
、
執
金
剛
神
の
宝
前
な
ど
に
籠
め
て
、
寺

敵
認
定
を
行
っ
た
の
で
あ
る
（
籠
名
の
執
行
）
。
そ
し
て
そ
れ
で
も
義
務
履

行
を
し
な
い
場
合
に
は
、
新
た
に
調
伏
札
を
作
成
し
て
、
あ
ら
た
め
て
宝
前

な
ど
に
早
め
て
、
呪
咀
・
調
伏
と
い
う
さ
ら
に
厳
重
な
宗
教
的
制
裁
を
く
わ

え
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
中
世
大
和
寺
院
の
宗
教
的
暴
力
の
特
質
に
つ
い
て
、
本
稿
の
検

討
結
果
に
即
し
て
書
及
し
て
お
こ
う
。
酒
井
氏
は
、
「
名
を
謹
め
る
」
呪
咀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
大
和
の
寺
院
以
外
の
寺
社
権
門
で
は
見
ら
れ
な
い
と
し
た
。
し
か
し
平
雅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

行
氏
が
着
目
し
た
よ
う
に
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
四
季
祈
祷
で
は
、
年
貢
未

進
・
対
面
な
ど
敵
対
者
の
名
字
を
書
い
て
～
山
あ
げ
て
呪
咀
し
て
い
る
。

＝
、
祈
祷
日
数
終
之
日
、
諸
屈
辱
当
・
官
物
難
渋
漢
族
名
字
、
井
門
切
・

門
焼
以
下
寺
家
不
忠
仁
之
名
字
書
付
、
面
々
可
被
置
干
仏
前
、
則
勤
終
而
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

以
承
仕
於
外
鳥
居
辺
、
可
被
焼
捨
子
」
と
あ
り
、
名
字
の
書
き
付
け
ら
れ
た
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紙
片
は
仏
前
に
置
か
れ
て
祈
祷
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
特
定
の
仏
堂
に
警
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
祈
祷
が
終
わ
っ
た
後
に
「
名
字
書
付
」
は
焼
き
捨

て
ら
れ
て
呪
咀
が
完
結
す
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
植
田
氏
は
、
興
福
寺
の
籠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

名
に
お
い
て
紙
片
を
焼
く
か
破
る
例
は
皆
無
で
あ
る
と
し
た
が
、
そ
れ
は
ま

さ
し
く
呪
咀
・
調
伏
の
行
為
で
あ
り
、
虚
名
が
担
保
さ
れ
た
籠
名
に
限
っ
て

み
た
場
合
、
そ
の
よ
う
な
事
例
は
当
然
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ

か
紙
を
用
い
た
も
の
で
は
な
い
が
、
六
字
経
法
で
は
ダ
ン
ゴ
で
人
形
を
作
り
、

そ
こ
に
敵
の
名
前
を
書
き
弓
矢
で
射
る
仕
草
を
し
て
射
殺
す
。
転
法
輪
法
で

は
人
形
に
敵
の
姓
名
を
書
き
、
そ
の
頭
や
腹
を
踏
ま
せ
る
所
作
を
し
て
呪
咀

　
　
⑤

を
す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
名
字
へ
の
呪
咀
・
調
伏
は
申
世
仏
教
に
と
っ
て
｝

般
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
中
世
大
和
寺
院
の
特
質
と
は
、
出
名

に
よ
る
寺
敵
認
定
解
除
が
担
保
さ
れ
た
籠
名
と
い
う
制
裁
が
、
宗
教
的
暴
力

の
第
一
段
階
と
し
て
存
在
し
て
、
そ
れ
が
な
お
か
つ
「
寺
法
」
と
い
う
制
度

上
整
備
さ
れ
た
も
の
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
と
い
え

る
の
で
あ
る
。

①
　
酒
井
紀
美
前
掲
¶
名
を
籠
め
る
」
二
＝
二
頁
。

②
平
雅
行
「
中
世
宗
教
史
研
究
の
課
題
」
（
平
門
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
塙

　
害
房
、
一
九
九
二
年
置
二
九
⊥
篇
○
頁
。

③
高
野
山
史
編
纂
所
編
咽
高
野
山
文
書
家
わ
け
第
五
金
剛
三
昧
院
文
書
隔
三

　
五
五
号
。
尚
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
四
季
祈
祷
に
つ
い
て
は
山
陰
加
春
夫
「
南
北
朝

　
内
乱
期
の
領
主
と
農
民
」
（
山
陰
『
中
世
高
野
山
史
の
研
究
』
清
文
堂
出
版
、
　

　
九
九
七
年
）
を
参
照
。

④
植
田
信
贋
前
掲
「
「
名
字
を
籠
め
る
」
と
い
う
刑
罰
に
つ
い
て
」
七
一
頁
。

⑤
平
雅
行
前
掲
「
申
世
宗
教
史
研
究
の
課
題
」
二
七
；
二
九
頁
。

［
追
記
］
　
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
東
大
寺
宝
珠
院
に
は
、
史
料
の
紹
介
な
ら
び
に
写
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Research　on　the　Medieval　Documents　conceming　the

　　　　　Act　of　“Confuiing　a　Name”　（Ara　o　Komeru）

by

HAGIHARA　Daisuke

　　Although　religious　violence　was　a　characteristic　of　medieval　Buddhism，　the

amount　of　research　devoted　to　the　topic　has　been　rather　sparse　despite　recogni－

tion　of　its　importance．　This　study　aetempts　to　clarify　the　special　charactey　of　re－

ligious　violence　in　the　temp｝es　of　medieval　Yamato　by　preparing　a　printed　text　of　a

portion　of　a　group　of　extant　documents　o田δshu－in宝珠院（Itenls　27－46　bundied

together　in　Box　7）．

　　The血eteen　items　on　22　sheets　of　paper　are　a　group　of　paper　sHps　　that

were　produced　to　appeal　to　Shul〈ong6shin　（Sk．　VajrapApt）　of　Holtked6　at　TOdaiji

for　religious　sanctions　against　those　who　had　coirmiitted　some　sort　of　transgres－

sion．　The　sheets　can　be　ctivided　into　three　types：　type　A　that　have　no　indication　of

eithey　the　date　or　issuer；　type　B　that　are　dated　but　the　issuer　is　not　recorded；　and

type　C　that　have　both　the　date　and　issuer　recorded．　ln　temple　society　of　medieval

of　Yamato，“confining　a　name”（ガ剛δ下名）and　cursing　Guso呪咀or　c励嬬％調

伏）were　thought　to　have　been　completely　d漉rent　types　of　religious　sanctions，

but　in　each　type　of　saRction　was　accompanied　by　the　act　of　“confiriing　a　narne”．

　　Types　A　and　B　can　be　descr1bed　as　a“name－co面nement　s｝ip”籠名札and　type

Cas　a“curse　slip”調伏札．　The　monks　of　the　Hokked6　at　T6d的i　would　wdte　the

name　of　the　object　of　the　sanctions　（creating　s　narne－confinement　slip）　on　a　rectaR－

gular　slip　of　paper　10　centimeters　square，　piace　it　“in　confinement”　before

Shul〈ong6shin，　and　then　receive　the　determination　that　the　named　parties　were

enemies　of　the　temple　（implementing　the　name　confinement）．　lf　the　required

actions　were　not　carried　out　Within　the　fixed　pedod　of‘‘name　con血ement”，　a　new

curse　sHp　would　be　created　and　it　would　be‘‘co血ed”befoye　the　deity　and　the

more　severe　sanction　of　a　curse　would　be　applied．　Curs血g　of　a　name　was　a　com－

mon　practice　in　medieval　Buddhism，　but　the　special　char’acteristic　of　medievai

Yamato　temples　was　the　existence　of　the　sanction　of　“confining　a　name”　that

guaranteed　the　lifting　of　the　determination　of　one　being　an　enemy　of　the　temple　by

removing　the　narne，　as　the　first　stage　of　religious　violence，　and　furthermore　this

sanction　can　be　clearly　located　Within　the　reform　of　the　syste皿of“temple　law”．
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